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阪
大
法
学

第
六
五
巻

総
目
次

(一
～
六
号
)

論

説

号

頁

通
頁

労
働
法
と
そ
の
周
辺
（
一
〇
）
小
嶌
典
明

一

一

一

国
際
法
に
お
け
る
“unitself-defense”の
法
的
性
質
と
意
義
和
仁
健
太
郎

一

二
五

二
五

訴
訟
手
続
濫
用
法
理
の
展
開
と
「
刑
事
手
続
打
切
り
論
」

―
―
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
判
例
の
動
向
を
参
考
に
―
―
岩
﨑

正

一

八
七

八
七

株
式
・
新
株
予
約
権
の
仮
装
払
込
み
を
め
ぐ
る
法
律
関
係
久
保
田
安
彦

一

一
一
五

一
一
五

Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ
宣
言
さ
れ
た
標
準
必
須
特
許
に
基
づ
く

差
止
請
求
権
の
権
利
濫
用
法
理
に
よ
る
制
限

―
―
韓
国
の『
サ
ム
ス
ン
対
ア
ッ
プ
ル
事
件
』を
素
材
と
し
た
日
本
法
と
の
比
較
研
究
―
―
申

賢
哲

一

一
五
一

一
五
一

公
法
学
に
お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
概
念
の
展
開
（
三
・
完
）

―
―
ド
イ
ツ
に
お
け
る
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
議
論
―
―
柴
田
尭
史

一

一
七
九

一
七
九

韓
国
に
お
け
る
公
共
調
達
制
度
の
現
状
と
改
革
（
二
・
完
）

―
―
ド
イ
ツ
と
日
本
の
制
度
か
ら
示
唆
を
得
て
―
―
金

守
弘

一

二
〇
一

二
〇
一

イ
ン
ダ
ス
川
水
系
キ
シ
ェ
ン
ガ
ン
ガ
計
画
事
件
判
決
の
国
際
法
上
の
意
義
（
二
・
完
）

―
―
水
力
発
電
計
画
の
合
法
性
及
び
ダ
ム
下
流
に
お
け
る
河
川
環
境
の
法
的
保
護
―
―
鳥
谷
部

壌

一

二
二
三

二
二
三

行
政
に
よ
る
規
範
定
立
の
再
定
位
（
二
・
完
）

―
―
法
規
命
令
と
行
政
規
則
の
法
的
拘
束
力
の
観
点
か
ら
み
た
再
構
築
―
―
宮
村
教
平

一

二
五
一

二
五
一
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観
念
的
な
占
有
移
転
方
法
が
即
時
取
得
に
お
い
て
も
つ
意
味
の
再
検
討
平
田
健
治

二

一

三
六
七

一
九
三
〇
年
代
上
海
日
本
人
社
会
の
変
容

―
―
『
金
風
社
人
名
録
』
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
と
考
察
―
―
田
中

仁

鄒

燦

前
田
輝
人

二

二
七

三
九
三

ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
一
九
七
〇
年
の
企
業
再
建

―
―
W
illiam
O
.D
ouglasの
構
想
と
そ
の
帰
結
―
―
藤
本
利
一

二

八
一

四
四
七

原
発
の
政
治
学
（
一
）

―
―
福
島
第
一
原
発
事
故
発
生
以
前
に
お
け
る
東
京
電
力
の
政
治
権
力
・
経
済
権
力
―
―
上
川
龍
之
進

二

一
〇
三

四
六
九

選
挙
区
割
り
と
地
方
政
治

―
―
大
阪
の
事
例
研
究
―
―
砂
原
庸
介

二

一
四
三

五
〇
九

通
商
航
海
条
約
に
お
け
る
外
国
会
社
を
め
ぐ
る
国
際
私
法
上
の
問
題

―
―
ド
イ
ツ
連
邦
最
高
裁
判
所
の
判
例
を
手
が
か
り
に
―
―
小
野
木

尚

二

一
七
一

五
三
七

営
業
秘
密
の
刑
事
的
保
護

―
―
大
韓
民
国
の「
不
正
競
争
防
止
及
び
営
業
秘
密
保
護
に
関
す
る
法
律
」を
中
心
に
―
―
文

熙
泰

二

二
〇
三

五
六
九

榎
本
武
揚
と
樺
太
千
島
交
換
条
約
（
一
）

―
―
大
久
保
外
交
に
お
け
る
「
釣
合
フ
ヘ
キ
」
条
約
の
模
索
―
―
醍
醐
龍
馬

二

二
三
九

六
〇
五

派
遣
法
改
正
と
二
六
業
務

―
―
廃
止
か
存
続
か
―
―
小
嶌
典
明

三

一

七
三
五

複
合
契
約
の
一
つ
と
し
て
の
第
三
者
与
信
型
割
賦
販
売
契
約
の
清
算
の
あ
り
方
平
田
健
治

三

五
五

七
八
九

専
門
知
と
金
融
政
策
（
一
）

―
―
公
共
政
策
形
成
に
お
け
る
学
問
知
と
経
験
知
―
―
上
川
龍
之
進

三

六
五

七
九
九

榎
本
武
揚
と
樺
太
千
島
交
換
条
約
（
二
・
完
）

―
―
大
久
保
外
交
に
お
け
る
「
釣
合
フ
ヘ
キ
」
条
約
の
模
索
―
―
醍
醐
龍
馬

三

一
〇
一

八
三
五
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旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
国
際
刑
事
裁
判
所
に
よ
る

非
国
際
的
武
力
紛
争
の
定
義
と
そ
の
意
義
（
一
）

―
―
タ
ジ
ッ
チ
基
準
に
み
る
烈
度
要
件
と
組
織
性
要
件
―
―
松
山
沙
織

三

一
二
七

八
六
一

法
改
正
を
避
け
る
行
政

―
―
平
成
二
七
年
の
派
遣
法
改
正
に
寄
せ
て
小
嶌
典
明

四

一

九
六
三

専
門
知
と
金
融
政
策
（
二
）

―
―
公
共
政
策
形
成
に
お
け
る
学
問
知
と
経
験
知
―
―
上
川
龍
之
進

四

三
三

九
九
五

盧
溝
橋
事
件
周
年
記
念
日
に
見
る
日
中
戦
争
像
（
一
）

―
―
戦
時
期
に
お
け
る
日
本
と
中
国
を
比
較
し
て
―
―
鄒

燦

四

八
一

一
〇
四
三

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
国
際
刑
事
裁
判
所
に
よ
る

非
国
際
的
武
力
紛
争
の
定
義
と
そ
の
意
義
（
二
・
完
）

―
―
タ
ジ
ッ
チ
基
準
に
み
る
烈
度
要
件
と
組
織
性
要
件
―
―
松
山
沙
織

四

一
〇
七

一
〇
六
九

派
遣
法
に
基
づ
か
な
い
「
派
遣
」

―
―
沿
革
と
現
状
―
―
小
嶌
典
明

五

一

一
一
三
五

専
門
知
と
金
融
政
策
（
三
）

―
―
公
共
政
策
形
成
に
お
け
る
学
問
知
と
経
験
知
―
―
上
川
龍
之
進

五

四
七

一
一
八
一

韓
国
に
お
け
る
医
薬
品
分
野
で
の
リ
バ
ー
ス
ペ
イ
メ
ン
ト
合
意
と

特
許
権
行
使
と
し
て
の
正
当
性
申

賢
哲

五

九
五

一
二
二
九

盧
溝
橋
事
件
周
年
記
念
日
に
見
る
日
中
戦
争
像
（
二
・
完
）

―
―
戦
時
期
に
お
け
る
日
本
と
中
国
を
比
較
し
て
―
―
鄒

燦

五

一
二
三

一
二
五
七

訴
因
の
特
定
に
お
け
る
「
他
の
犯
罪
事
実
と
の
区
別
可
能
性
」

の
意
義
に
つ
い
て
（
一
）
松
田
岳
士

六

一

一
三
六
五

専
門
知
と
金
融
政
策
（
四
・
完
）

―
―
公
共
政
策
形
成
に
お
け
る
学
問
知
と
経
験
知
―
―
上
川
龍
之
進

六

二
五

一
三
八
九
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特
別
寄
稿

二
〇
一
五
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
と
核
軍
縮
黒
澤

満

三

一
五
一

八
八
五

判
例
研
究

議
員
職
の
中
心
化
規
律
と
副
業
・
副
収
入
の
透
明
性
規
律
の
合
憲
性

―
―
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
集
一
一
八
巻
二
七
七
頁
（
BV
erfGE
118,277）
―
―
前
硲
大
志

三

一
七
七

九
一
一

翻

訳

目
的
充
当
資
産

―
―
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
大
き
な
革
新
―
―
マ
リ
ー
=エ
レ
ー
ヌ
モ
ン
セ
リ
エ
=ボ
ン

荻
野
奈
緒

齋
藤
由
起
／
共
訳

二

二
七
三

六
三
九

中
国
「
環
境
保
護
法
」
改
正
後
の
環
境
公
益
訴
訟

―
―
新
た
な
挑
戦
と
展
望
―
―


王

燦
発

曾
天
･大
久
保
規
子
／
訳

四

一
三
三

一
〇
九
五

フ
ラ
ン
ス
倒
産
法
概
説
（
一
）
マ
リ
ー
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レ
ー
ヌ
モ
ン
セ
リ
エ
=ボ
ン

荻
野
奈
緒

齋
藤
由
起
／
共
訳

四

一
五
七

一
一
一
九

フ
ラ
ン
ス
倒
産
法
概
説
（
二
）
マ
リ
ー
=エ
レ
ー
ヌ
モ
ン
セ
リ
エ
=ボ
ン

荻
野
奈
緒

齋
藤
由
起
／
共
訳

五

一
四
九

一
二
八
三

Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に
お
け
る
環
境
上
の
意
思
決
定
に
関
す
る
司
法
ア
ク
セ
ス

―
―
国
別
の
特
性
と
共
通
す
る
傾
向
―
―
ヤ
ン
･ダ
ル
ポ

大
久
保
規
子
／
訳

六

五
五

一
四
一
九
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フ
ラ
ン
ス
倒
産
法
概
説
（
三
・
完
）
マ
リ
ー
=エ
レ
ー
ヌ
モ
ン
セ
リ
エ
=ボ
ン

荻
野
奈
緒

齋
藤
由
起
／
共
訳

六

八
五

一
四
四
九

資

料

民
族
か
ら
見
る
中
国
近
現
代
史
研
究
田
中

仁

一

二
八
九

二
八
九

近
代
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
歴
史
の
真
実
と
認
識
の
「
真
実
」

―
―
ブ
フ
ヘ
シ
ク
の
死
因
に
対
す
る
異
論
―
―
周

太
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一

二
九
二

二
九
二

公
的
部
門
に
お
け
る
法
律
専
門
家
（
五
）

―
―
そ
の
養
成
と
役
割
の
国
際
比
較
―
―
高
橋
明
男

一

三
〇
三

三
〇
三

公
的
部
門
に
お
け
る
法
律
専
門
家

―
―
日
本
に
お
け
る
養
成
と
役
割
に
つ
い
て
―
―
宮
川
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三
〇
七

三
〇
七
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ル
デ
ィ
ス
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ッ
シ
ョ
ン
一

三
一
九

三
一
九

共
通
参
照
枠
草
案
（
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
）
に
お
け
る
事
務
管
理
法
の
検
討
平
田
健
治

二

二
九
七

六
六
三

ロ
ン
ド
ン
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
終
焉
と
法
的
整
理
手
続
の
台
頭
（
上
）

―
―
イ
ギ
リ
ス
法
の
経
験
―
―
藤
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利
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二
〇
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四
一

日
越
憲
法
比
較
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

―
―
転
換
期
に
お
け
る
憲
法
と
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会
―
―
福
井
康
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ー
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ト

伊
澤
亮
介
／
訳
･福
井
康
太
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監
修

五

一
八
一

一
三
一
五
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〇
一
三
年
ベ
ト
ナ
ム
憲
法
に
お
け
る
人
権


フ
ァ
ム
･フ
ゥ
･ギ
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藤
美
佳
／
訳
･福
井
康
太
／
監
修

五

二
〇
二

一
三
三
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Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
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ア
・
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ス
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ー
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ー
規
制
松
尾
健
一

六

一
一
三

一
四
七
七

阪大法学 第六五巻 総目次


